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ブローバイガスの圧力がかかった場合や

弱負圧・正圧状態にはバネ張力により

外気取り込み口が閉じられます。

PCV経路からのブローバイガス吸い上げが

進むと、エンジン内が負圧状態になり

ピンバルブを引き下げ外気を取り入れます。
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外気導入バルブ構造
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T-REVαシステム本体構造

外気の吸入のみ

エンジン内が減圧されている時は
ピンバルブが負圧により引っ張られ、流入経路が開き外気を導入します。

エンジン内が正圧の時は内圧とバネ張力により
流入経路がシャットダウンされますので、
ブローバイガスの大気流出はされません。

ブローバイホース

ブローバイホース

この度は　　　　　　　　製品をお買い上げいただき誠にありがとうございます。

ブローバイガスを大気中に

排出しません。



③

　

②①

カットしたホースを元に戻しタイラップを締めれば
完成です。

画像矢印の示すホースを一旦取り外します。 画像のようにホースをカットします。
ラインの位置は目安ですので必ず現車に
合わせてからカットして下さい。

この度は　　　　　　　　製品をお買い上げいただき誠にありがとうございます。

●本製品の取付にあたっては、この取扱説明書をお読みのうえ、正しく行ってください。

< 補足 >

2025.09.05T-REVαシステム取付ガイド

適合車種 【ジムニー　型式 ： JB23　E/G 形式 ： K6A】

年式 1998/9(H10/9) ～ 2001/12(H13/12)

車体番号 100001 ～ 310000

↓↓PCV バルブ経路のホースを一部短くカットします↓↓

JB23 前期（下記年式または車体番号車）は PCV バルブ経路のホース形状が違うため、

取り付け前に下記の作業を行ってください。

上記に該当しない車両はこの作業は必要ありません。
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この度は　　　　　　　　製品をお買い上げいただき誠にありがとうございます。

●本製品の取付にあたっては、この取扱説明書をお読みのうえ、正しく行ってください。

< 取付手順 >

2025.09.05T-REVαシステム取付ガイド

この取り付け方法は T-REV 未装着車を前提としております。

T-REV 導入済みで PCV バルブにキャンセルプラグを挿入している場合は取り外してください。

※T-REVαシステムには PCV キャンセルプラグは使用しません。

④

②

　

③

①

適合車種 【ジムニー　型式 ： JB23　E/G 形式 ： K6A】

黄色〇部分三ヶ所を外し、

インタークーラー本体を手前に少し引き抜きます。

インタークーラー本体を左側に

ひっくり返します。

黄色〇部分のブローバイホースと

PCV バルブホースを取り外します。

③で外した経路に付属のホースキットを

セットします。

取り回しは画像を参考にしてください。

※実際のキットと差異がある場合があります。

純正ホースクリップ
PCV バルブ経路

ブローバイ経路
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⑦

⑤ ⑥

付属タイラップはホースの振れ止めにご使用下さい。

この度は　　　　　　　　製品をお買い上げいただき誠にありがとうございます。

●本製品の取付にあたっては、この取扱説明書をお読みのうえ、正しく行ってください。

< 取付手順 >

2025.09.05T-REVαシステム取付ガイド

適合車種 【ジムニー　型式 ： JB23　E/G 形式 ： K6A】

ホースキットには重要部品が

組み込まれていますので、

ホース等を交換しないでください。

T-REVαシステム本体をバッテリーステーの

ボルト部分に固定します。

IN 側 420mm・OUT 側 600mm の

ホースをそれぞれ接続して完成です。

ホースバンド

純正ホースクリップ

取り付け完了後は T-REVα本体の方向の確認と

各接続部分の締め付けや差込み部分をよく

確認してください。

赤色IN側

青色 OUT 側
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